
‭ホロライブ デレの極ボイス‬
‭IRyS‬

‭いらっしゃい。久しぶりだねー。‬
‭最近なかなか会えなかったからさ、すごく寂しかった……。‬

‭さ、中に入って。たくさん話そ？‬

‭そういえば……‬
‭先月、私の電話やメッセージって見てくれた？‬

‭そっか……。‬
‭見てたけど、忙しくて返信できなかったんだ？‬
‭電話をかけ直す時間も、なかったんだね？‬

‭ううん、責めてるわけじゃないから、謝らないで。‬

‭ここのところ、やり取りが減ったから。‬
‭どうしたのかな～って思ってただけ。‬

‭昔はほぼ毎日電話してたじゃない。‬
‭忙しかったんだよね？　そうだよね？　……うん、分かってるから。‬
‭無理しないで、ちゃんと休んで。‬

‭身体を壊したら、会えるものも会えなくなるじゃない？‬
‭そんなの嫌だし……。‬

‭あ、そうだ！‬
‭疲れてるなら、元気の出る歌でも歌ってあげようか？‬
‭あたしにできることなら、何でも言って。‬

‭前みたいに、たくさん話せるようになるなら、‬
‭なんだってするよ！‬
‭だからお願い……‬
‭どうしたら、あたしを見てくれるか教えて。‬

‭……あ、その‬
‭実は……、この間、見ちゃったんだよね。‬

‭キミが、他の子と2人で遊んでるのを……。‬

‭いつかその子のこと話してくれるかな？　って……少し期待してたんだけど。‬
‭結局キミは、何も話してくれないし、‬
‭それどころか……電話やメッセージも、ろくにくれなくなった。‬

‭それ以来、あたしの頭の中、イヤな妄想でいっぱいになっちゃうんだ。‬
‭キミがあたしを放置して……‬
‭他の人と会ったり、通話してるんじゃないかって。‬

‭これを言うべきか迷ったけど…‬
‭君に捨てられるのが怖いんだ。　心配なんだよ！‬

‭このままだと、あたし、自分をコントロールできなくなっちゃいそうで。‬
‭キミに優しくしたいのに……。‬



‭それなのに……‬
‭少しくらい連絡くれてもいいんじゃない？　とか‬
‭一言くらいメッセージ返してよ……とか‬
‭そんなふうに思ってしまうの。‬
‭心の中で、どんどんどんどん、ふくらんでいくの。‬

‭他の人と話す時間があるなら‬
‭あたしにも会いに来てほしい……って。　そう思っちゃうの。‬

‭どうして、あたしじゃダメなの？　どうして……‬
‭足りない部分があるなら、ちゃんと直すから！！‬

‭それとも私を苦しめたいの？‬
‭そんなことしないよね？　私たち友達だと思ってたのに！‬

‭お願い…君を傷つけたくないから、何か言って。‬
‭このままじゃ、本当に抑えられなくなる！‬

‭……え？‬
‭もう帰っちゃうの？　早くない！？‬

‭用事って何？　誰との用事？‬
‭それって、あたしといるよりも大事なこと？‬

‭そっか……これだけお願いしてもダメなんだ。‬
‭じゃあ、こうするしかないよね。‬

‭……キミの前では天使のあたしで、いたかったのに。‬

‭帰さない。‬
‭キミは一生、ここで暮らすの。‬
‭だってそうしないと……また、あたしを不安にさせるでしょう？‬

‭あぁ、泣かないで……苦しそうな顔。‬
‭ごめんね。でも……‬

‭キミが悪いんだよ？‬
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